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○徒歩の方 
　静岡駅より　 　約 25 分　　新静岡駅より　約 20 分　  

○バスご利用の方 
　静岡駅 （北口） より
　　県立病院高松線 県立総合病院行 （10 番のりば）
　　大浜麻機線 麻機方面行 （シズマチ前 16 番のりば）
　新静岡駅より
　　県立病院高松線 県立総合病院行 （12 番のりば）
　　大浜麻機線 麻機方面行 （12 番のりば）
　※「英和女学院前」 下車 徒歩 5 分　片道 180 円 

○車の方 
　障害がある方には専用のスペースがあります。
　一般の方は自家用車での来場はご遠慮お願いします。
　市民文化会館地下の有料駐車場をご利用ください。 

案内図中央福祉センター 3階

駿府城公園

英和女学院前

葵小学校 常葉学園

市民
文化会館

静岡病院

県庁

県総合
福祉会館
（シズウェル）

裁判所

〒420-0854
静岡市葵区城内町１番１号
静岡市中央福祉センター内 ３階
TEL/FAX:054-254-6880
E-Mail:shizu-shokyo@cy.tnc.ne.jp
URL:http://www4.tokai.or.jp/
　　　　　　　　　　　　shizu-shokyo/
　

連絡先

静岡市障害者協会

非
営
利
組
織

      
第
三
者
評
価

　
清
水
心
明
会
は
、
心
に
病
を

持
つ
人
の
家
族
を
中
心
に
、
支

え
合
い
、
学
び
合
い
、
活
動
し

て
い
る
会
で
す
。
昭
和
46
年
に

設
立
し
、
47
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
昭
和
57
年
に
、
清
水
で
初

め
て
精
神
障
害
者
の
作
業
所
を

開
設
し
、
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

市
と
庵
原
町
の
ご
理
解
と
ご
支

援
に
よ
り
、
平
成
15
年
心
明
会

い
は
ら
共
同
作
業
所
と
な
り
、

現
在
は
、
車
４
台
で
送
迎
し
て

お
り
ま
す
。

　
静
岡
市
障
害
者
協
会
と
の
出

会
い
は
、
平
成
17
年
に
三
障
害

統
合
し
た
会
の
設
立
総
会
と
記

念
式
典
に
、
静
心
会
の
故
前
、

原
田
会
長
と
心
明
会
故
前
、
佐

藤
会
長
と
、
私
久
保
田
の
三
人

で
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の

時
、
盲
導
犬
達
が
視
覚
障
が
い

者
さ
ん
に
、
そ
っ
と
寄
り
添
っ

て
い
る
姿
や
、
車
椅
子
の
方
、

手
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
る

方
々
、
さ
ら
に
は
知
的
障
が
い

の
あ
る
人
の
親
た
ち
で
作
る
育

成
会
の
方
々
の
姿
を
見
て
、
こ

れ
こ
そ
が
三
障
害
統
合
の
会
だ

と
感
動
し
ま
し
た
。

　
当
協
会
の
主
催
す
る
、
防
災

や
移
動
支
援
の
委
員
会
や
勉
強

会
に
出
席
し
、
研
修
会
、
諸
々

の
会
議
、
講
演
会
等
に
も
参
加

し
て
お
り
、
さ
ら
に
市
の
委
託

に
よ
る
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
や

障
害
者
１
１
０
番
事
業
等
に
協

力
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
各

分
野
と
連
携
事
業
で
宮
前
ロ
ッ

ヂ
に
、
地
域
生
活
拠
点
を
開
設

し
「
ま
い
む
・
ま
い
む
」
に
職

員
を
配
置
す
る
等
、
沢
山
の
仕

事
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
り
、

感
謝
で
す
。

　
協
会
は
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
関
連
で
、
自
立
支
援
協

議
会
の
地
域
移
行
支
援
部
会
の

委
員
や
そ
の
作
業
部
会
（
毎
月

開
催
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議
）
の
委
員
と
し
て
、
精
力

的
に
精
神
障
害
の
あ
る
人
の
病

院
か
ら
の
円
滑
な
地
域
移
行
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私

も
家
族
の
立
場
で
何
回
か
部
会

や
作
業
部
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
皆
様
の
真
剣
さ
が
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
生

活
保
護
精
神
障
害
者
の
退
院
支

援
事
業
も
受
託
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
精
神
の
家
族
の
立
場
で

静
岡
市
施
策
推
進
協
議
会
に
委

員
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

協
会
の
事
務
局
長
も
参
加
し
、

各
分
野
の
委
員
や
市
の
職
員
の

方
々
で
、
平
成
30
年
度
ス
タ
ー

ト
の
「
静
岡
市
障
が
い
者
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
し
て

障
害
者
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
お

り
ま
す
。

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
お
互
い
に
尊
重
し
、
支
え

合
い
、
地
域
で
安
心
し
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
を
目
指
す

為
、今
年
度
は
特
に
「
親
亡
き
後
」

を
見
据
え
た
支
援
の
在
り
方
を

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
精
神
の

家
族
と
し
て
、「
親
が
元
気
な
内

に
、
伝
え
て
お
く
こ
と
」、
当
事

者
も
「
親
か
ら
聞
い
て
知
っ
て

お
く
こ
と
」
が
大
事
だ
と
学
習

会
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
が
、

親
亡
き
後
は
、
地
域
の
皆
様
と
、

普
通
に
挨
拶
が
出
来
、
困
っ
た

時
は
、
勇
気
を
出
し
て
人
に
聞

い
た
り
、
話
し
て
み
る
こ
と
を
、

ど
の
親
も
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
当
家
族
会
主
催
の

講
演
会
や
学
習
会
の
た
め
に
、

協
会
の
会
長
や
事
務
局
長
に
は

講
師
依
頼
を
し
、
お
忙
し
い
中
、

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

当
協
会
の
今
後
の
発
展
と
ご
活

躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
今
年
度
初
め
て
、

「
非
営
利
組
織
第
三
者
評
価（
ベ
ー

シ
ッ
ク
評
価
）」（
実
施
主
体
：
非

営
利
組
織
評
価
セ
ン
タ
ー
）
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
非
営
利
組
織
の
運
営
に
つ
い

て
評
価
す
る
も
の
で
、
10
月
現
在

で
22
都
道
府
県
62
団
体
が
評
価
を

受
け
、
静
岡
県
内
の
団
体
で
は
当

協
会
が
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
５
つ
の
評
価
対

象
領
域
（
１
．
組
織
の
目
的
と
事

業
の
実
施
、２
．
ガ
バ
ナ
ン
ス（
団

体
の
統
治
）、
３
．
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
の
遵
守
）、
４
．

情
報
公
開
、
５
．
事
務
局
運
営
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
項
目
が
設

け
ら
れ
、
23
項
目
の
基
準
に
沿
っ

た
評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
基

準
は
、
総
会
・
理
事
会
の
開
催
な

ど
の
ほ
か
、
情
報
公
開
や
資
金
管

理
な
ど
も
含
め
た
法
人
の
運
営
全

体
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
い
っ
た
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
事
業
の
内
容
だ
け
で

な
く
、
組
織
運
営
に
も
質
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
に
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が

改
正
さ
れ
、
貸
借
対
照
表
の
公
示

な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

組
織
運
営
の
一
層
の
透
明
化
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、「
自
分
た
ち
の
法

人
は
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
事

（
＝
い
い
事
）
を
や
っ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
組
織
運
営
が
甘
く
な
っ

て
も
よ
い…

」
と
い
う
考
え
が
通

用
し
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
当
協
会
に
お
い
て
も
、
法
人
組

織
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
は
認
定

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
業
評

価
は
全
国
規
模
の
客
観
性
が
確
保

さ
れ
た
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
で
、
事
業
運
営
へ
の
信
頼
性

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事

業
運
営
と
組
織
運
営
の
両
面
か
ら

質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
度
の
事
業
報
告
と

財
務
諸
表
、
今
年
度
の
事
業
計
画

と
活
動
予
算
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
『
協
会
の
情
報
発
信
』
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。　
（
文
責
・
山
本
）

　

協
会
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ

く
た
め
の
寄
附
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
度
は
延
べ
１
０
５
件
の
個

人
・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
３
，
８

３
５
，
４
６
０
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
山
文
代
／
弁
護
士 

浅
野
智
裕

／
浅
野
令
子
／
安
藤
千
晶
／
井
上

圭
茂
／
岩
崎
智
枝
子
／
岩
辺
吉
恵

／
海
野
き
く
代
／
海
野
英
子
／
大

塚
明
子
／
大
原
和
彦
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

大
原
和
彦
／
亀
山
勝
二

／
神
谷
紀
和
／
川
上
忠
彦
／
久
保

田
兼
子
／
久
保
田
仁
美
／
小
久
江

寛
／
小
久
江
陽
子
／
小
林
洋
子
／

杉
浦
文
一
郎
／
杉
江
五
十
鈴
／
杉

江
孝
一
／
杉
山
行
彦
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所 
社
会
保
険
労
務
士 

杉
山
行
彦
／
須
田
亜
紀
／
関
谷
法

律
事
務
所 

弁
護
士　

関
谷
綾
子

／
瀬
戸
脇
正
勝
／
髙
山
直
樹
／
静

岡
法
律
事
務
所 

弁
護
士 

滝
川
文

人
／
花
み
ず
き
法
律
事
務
所 
弁

護
士　

谷
川
樹
史
／
中
川
靖
／
中

村
章
次
／
名
倉
美
紀
／
西
澤
浩
子

／
野
田
貴
美
子
／
畑　

隆
／
服
部

邦
子
／
濱
田
貴
倫
／
堀
内
金
作
／

前
田
万
正
／
牧
野
善
浴
／
三
浦
啓

輔
／
三
浦
曜
子
／
山
本
忠
広
／
法

テ
ラ
ス
沼
津
法
律
事
務
所 

弁
護

士 

吉
田
朋
師
／
吉
田
佳
子
／
渡

邊
高
秀
／
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
焼
津

社
員
有
志
一
同
／
株
式
会
社
エ
ス

キ
ュ
ー
ブ
／
株
式
会
社
久
保
不
動

産
綜
合
事
務
所
／
一
般
社
団
法
人

静
岡
市
清
水
医
師
会
／
一
般
社
団

法
人
静
岡
市
清
水
歯
科
医
師
会
／

静
岡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
／
（
Ｎ
）
静
岡
地
域
支
援
ネ
ッ

ト
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
「
ゆ
う
」
／

（
Ｎ
）
清
水
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
そ
ら
／
（
Ｎ
）
清
水
地
域

精
神
保
健
福
祉
心
明
会
／
重
度
重

複
障
害
児
者
の
幸
せ
を
願
う
会

「
幸
の
家
」
／
（
Ｎ
）
た
か
ら
じ

ま
／
ど
ん
ぐ
り
の
会
／
日
本
舞
踊

壮
華
流
／
（
Ｎ
）
ひ
ま
わ
り
事
業

団
／
（
Ｎ
）
ぴ
ゅ
あ
／
（
Ｎ
）
め

ぶ
き
の
会
／
匿
名
（
30
件
）　

敬

称
略　

順
不
同
（
延
べ
１
０
５
件
）

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
付
金
は
協
会
事
業
の
充
実
（
防

災
事
業
、
移
動
支
援
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
委
員
会
等
の
自
主
事
業
）
や

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支
援
、
触

法
障
害
者
の
地
域
定
着
や
成
年
後

見
制
度
の
利
用
な
ど
、
制
度
の
隙

間
に
あ
る
人
た
ち
へ
支
援
を
届
け

る
活
動
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

静
岡
市
障
害
者
協
会

へ
の
思
い

を受けました

□
「
静
岡
市
障
害
者
協
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
思
い
」

　
　
　
　

理
事　

久
保
田　

兼
子

□
県
総
合
防
災

　
　
　
　
　

訓
練
に
協
力
し
て

□
非
営
利
組
織
第
三
者
評
価

□
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。
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イ
ラ
ス
ト

イ
ラ
ス
ト

イ
ラ
ス
ト

身
体
・
知
的

知
的

身
体
（
視
覚
）

１  

静
岡
市
で
県
総
合
防
災
訓
練
を
や 

     

る
と
聞
い
て

　
平
成
29
年
末
、
30
年
度
の
静
岡
県
総

合
防
災
訓
練
の
会
場
が
静
岡
市
に
な
る

こ
と
を
小
耳
に
挟
ん
だ
。県
の
総
合
防

災
訓
練
と
い
え
ば
恒
例
の
「
大
規
模
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
た
め
、こ
の
時
点
で
は
、あ
ま
り

興
味
が
湧
か
な
か
っ
た
。そ
の
後
、社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
か
ら
、「
静
岡
市
も

主
催
に
な
る
ら
し
い
し
、
駿
河
区
中
島

浄
化
セ
ン
タ
ー
が
メ
イ
ン
会
場
」「
中
島

中
学
校
で
は
宿
泊
訓
練
」、「
避
難
所
の

運
営
や
要
援
護
者
支
援
も
テ
ー
マ
」
と

の
情
報
を
い
た
だ
い
た
。

　
そ
れ
で
は
と
、
さ
ら
に
情
報
収
集
を

行
い
、「
災
害
弱
者
の
視
点
に
立
っ
た

訓
練
」や「
福
祉
避
難
所
訓
練
」な
ど
も

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
の
で
俄
然
関
心
が
高
ま
っ
た
。た

だ
、
当
協
会
は
行
政
主
催
の
防
災
訓
練

の
直
接
的
な
関
係
者
で
は
な
い
の
で
、

次
の
５
月
の
全
体
会
議
ま
で
に
ど
ん

な
動
き
を
す
る
か
模
索
し
始
た
。

２  

行
政
へ
の
働
き
か
け

　
年
度
が
代
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
福
祉

総
務
課
に
問
合
せ
と
お
願
い
に
行
っ

て
み
た
。結
論
は
、
今
回
の
総
合
防
災

訓
練
に
ぜ
ひ
協
力
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。当
方
と
し
て
は
、
一
番

に
、
自
主
防
が
立
上
げ
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
「
指
定
避
難
所
」
を
実

際
に
立
上
げ
運
営
す
る
よ
う
な
訓
練

を
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
次
に

「
要
援
護
者
支
援
」
を
そ
の
訓
練
に
盛

り
込
む
こ
と
だ
。

　
こ
の
話
は
、
28
年
５
月
、
当
協
会
の

10
周
年
記
念
の
「
市
長
と
の
鼎
談
」
の

折
、
協
会
側
の
願
い
と
し
て
前
述
の
２

つ
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
か
ら

「
要
援
護
者
の
避
難
所
の
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
を
応
援
し
た

い
」と
の
前
向
き
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
の
展
開
を
期
待
し
た
が
目

立
っ
た
動
き
も
伝
わ
っ
て
来
ず
、
30
年

の
県
の
総
合
防
災
訓
練
の
会
場
が
静

岡
市
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
結
果

と
し
て
２
年
目
に
や
っ
と
実
を
結
び

始
め
た
の
で
、ほ
っ
と
し
て
い
る
。

３  

行
政
か
ら
の
要
請
と
対
応

　
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、①
広

域
連
携
に
よ
る
受
援
訓
練
、②
官
民
連

携
に
よ
る
協
働
訓
練
、③
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
訓
練
な
ど
が
三
本
柱
だ
が
、

要
援
護
者
支
援
と
福
祉
避
難
所
訓
練

は
②
の
中
で
実
施
。具
体
的
に
は
、
自

主
防
の
役
員
に
避
難
所
の
運
営
訓
練

の
た
め
の
研
修
（
福
祉
総
務
課
担
当
）、

要
援
護
者
の
福
祉
避
難
所
へ
の
移
送

訓
練
、
福
祉
避
難
所
で
の
受
入
訓
練

（
駿
河
区
地
域
総
務
課
担
当
）だ
っ
た
。

　
８
月
、
福
祉
総
務
課
か
ら
要
援
護
者

と
し
て
障
が
い
者
数
人
を
推
薦
し
て

ほ
し
い
旨
の
要
請
が
あ
り
、
協
会
か
ら

車
イ
ス
の
方
２
名
、
視
覚
障
が
い
の
方

１
名
、
知
的
障
が
い
の
方
１
名
計
４
名

を
推
薦
し
た
。

　
〈
１
日
目
〉

４　

自
主
防
の
研
修
内
容
と
お
願
い
。

　
土
曜
日
の
午
後
、
自
主
防
役
員
ら
１

２
０
名
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

３
会
場
を
回
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
を

受
け
た
。（
表
１
参
照
）

　
自
主
防
の
方
へ
は
災
害
対
策
は
こ

う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね

と
い
う
話
と
、
県
の
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
使
っ
て
ぜ
ひ
避
難
所
の
立

上
げ
や
運
営
の
訓
練
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
、
そ
の
と
き
、
要
援
護
者
支
援

も
盛
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
内

容
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
〈
２
日
目
〉

５　

福
祉
避
難
所
へ
の
移
送
訓
練

　
当
初
の
移
送
訓
練
は
、
２
名
送
迎
車

に
乗
り
、
３
名
は
歩
き
で
支
援
と
い
う

予
定
だ
っ
た
が
、
屋
外
の
訓
練
が
竜
巻

注
意
報
の
発
令
等
に
よ
り
中
止
に
な

っ
た
た
め
、
全
員
が
２
台
の
送
迎
車
で

の
移
送
と
な
っ
た
。そ
の
た
め
中
学
生

の
移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訓
練
を
実

践
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
残
念
だ
っ

た
。特
に
、
視
覚
障
が
い
の
人
の
誘
導

と
「
ジ
ン
リ
キ
」
と
い
う
牽
引
式
車
イ

ス
補
助
装
置
を
試
す
こ
と
、
手
話
通
訳

が
つ
い
て
い
る
聴
覚
障
が
い
の
人
の

意
思
疎
通
な
ど
を
中
学
生
が
ど
う
体

験
す
る
か
な
ど
も
訓
練
の
ね
ら
い
だ

っ
た
ろ
う
が
、確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
避
難
所
で
の
課
題
と
し
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
が
あ
る
。今
回
の
体
育
館
に

も
出
入
り
口
に
は
20
セ
ン
チ
位
の
段

差
が
あ
り
、
電
動
車
イ
ス
（
本
人
込
み

重
量
１
４
０
Kg
）
は
４
人
の
中
学
生
で

持
ち
上
げ
て
も
ら
っ
た
。不
慣
れ
の
た

め
乗
っ
て
い
る
本
人
に
恐
怖
感
を
与

え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　
〈
２
日
目
〉

６　

福
祉
避
難
所
で
の
受
入
訓
練

　
受
け
入
れ
先
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
。要
援
護
者
１
人
に
２
名
の
職
員

が
付
い
て
、
当
事
者
の
方
々
の
障
が
い

や
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
の
情
報
を
職

き
取
っ
た
。聴
覚
障
が
い
の
方
（
ろ
う

あ
協
会
）
は
筆
談
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
２
名
は

情
報
伝
達
が
難
し
く
、
付
き
添
っ
た
母

親
が
通
訳
し
て
い
た
。母
親
が
い
な
い

場
合
は
誰
が
ど
う
や
る
の
か
、
課
題
が

残
っ
た
。

７　

今
後
の
課
題
と
期
待

　
駿
河
区
の
各
自
主
防
に
は
、
今
年
12

月
の
地
域
防
災
訓
練
で
「
避
難
所
の
立

上
げ
」「
要
援
護
者
支
援
」を
大
い
に
期

待
し
た
い
。大
き
な
岩
も
、
転
が
り
始

め
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
が
つ
く
の
だ
が
、
最

初
に
力
が
い
る
。福
祉
避
難
所
の
指
定

と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
と
の
連
携
な
ど
も
実
は
地
域
の
防

災
訓
練
で
は
ま
だ
時
期
尚
早
か
も
し

れ
な
い
。た
だ
、避
難
所
の
立
上
げ
、運

営
が
具
体
的
に
実
際
に
即
し
て
行
う

訓
練
を
す
る
こ
と
が
、
熊
本
の
避
難
所

の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
の
す
る

た
め
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
「
押
し
付
け
ら
れ
た
共
助
」
で
は
な

く
「
自
ら
の
意
思
で
や
ろ
う
と
す
る
自

発
性
の
あ
る
共
助
」
が
具
体
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。（
文
責
・
牧
野
）

重
症
心
身
障
害
児(

者)

を「
守
る
会

　
　
　
　
　
熊
澤　
順
子(

聡
汰
朗)

　
医
療
ケ
ア
が
必
要
な
重
度
心
身
障

害
者
の
息
子(

高
2)

は
、
も
し
災
害

が
あ
っ
た
ら
生
命
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。今
回
、
福
祉
避

難
所
へ
の
移
送
訓
練
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

移
送
方
法
も
学
び
、
タ
ン
カ
で
の
実
践

で
は
体
重
も
あ
り
避
難
す
る
に
は
支

援
の
力
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
。福
祉

避
難
所
は
受
け
入
れ
も
ス
ム
ー
ズ
で
、

息
子
の
体
調
面
に
つ
い
て
も
色
々
聞

い
て
く
だ
さ
り
、
ケ
ア
中
に
は
衝
立
な

ど
の
配
慮
も
し
て
い
た
だ
き
、
短
い
時

間
で
し
た
が
身
体
を
休
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
皆
が
被
災
者
と
な
る

の
で
、
要
配
慮
者
支
援
は
困
難
で
し
ょ

う
が
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
よ

る
理
想
的
な
避
難
訓
練
で
し
た
。

　
で
も
実
際
は
・
・
・
地
域
の
避
難

訓
練
に
毎
年
参
加
し
て
、
３
年
前
か
ら

自
分
達
で
「
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

窓
口
に
対
応
し
て
下
さ
る
方
も
い
な

い
の
で
、
福
祉
避
難
所
へ
申
請
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
現
状
で
す
。で
す
か
ら

福
祉
避
難
所
へ
の
受
け
入
れ
が
決
定

す
る
ま
で
の
数
日
間
を
ど
う
過
ご
す

の
か
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　
今
回
の
体
験
で
、
要
援
護
者
避
難
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
取
り
入
れ
た
、
地
域

防
災
訓
練
が
ど
の
地
域
で
も
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

静
岡
市
静
岡
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

　
　
　
　
　
　
毛
利　
嘉
苗（
浩
耶
）

・
私
が
ど
の
程
度
付
き
添
う
べ
き
だ
っ

た
か
？

　
知
的
の
方
の
困
る
と
こ
ろ
は
、
本
人

が
困
っ
て
い
る
こ
と
を
人
に
伝
え
ら

れ
な
い
。人
か
ら
見
て
「
困
っ
て
い
る
」

と
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
。今
回
の
息

子
の
様
子
も
他
か
ら
見
れ
ば
「
知
的
の

人
っ
て
、
お
と
な
し
い
」
だ
っ
た
の
で

は
。

　
受
け
入
れ
時
も
、
本
人
だ
け
の
聞
き

取
り
で
わ
か
る
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
名

前
く
ら
い
。受
付
の
あ
と「
ト
イ
レ
」と

言
い
ま
し
た
の
で
（
他
の
人
に
わ
か
る

か
ど
う
か
）、
私
が
職
員
の
方
に
聞
き

連
れ
て
行
き
ま
し
た
が
、
ト
イ
レ
の
表

示
も
な
い
、
わ
か
り
に
く
い
場
所
で
し

た
。

・「
要
配
慮
者
」で
あ
っ
て
も
、
で
き
る

手
伝
い
な
ど
は
す
る
べ
き
？

　
息
子
は
知
的
障
が
い
が
あ
っ
て
も

体
は
丈
夫
、
使
い
方
は
ヘ
タ
で
す
が
力

も
あ
り
ま
す
。上
手
に
支
援
で
き
れ
ば

何
ら
か
人
様
の
役
に
立
つ
こ
と
も
可

能
と
考
え
て
い
ま
す
。し
か
し
周
囲
は

ど
う
か
。

　
「
何
も
し
な
く
て
よ
い
か
ら
、
そ
こ

で
じ
っ
と
し
て
ろ
」
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
れ
も
で
き
な
い
息
子
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
、
気
付
か
さ
れ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

静
岡
市
障
害
者
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
木
良
光

　
当
日
は
昼
間
だ
っ
た
た
め
明
る
い
か

ら
何
と
か
な
っ
た
が
、
夜
だ
っ
た
ら
全

く
歩
け
な
い
よ
う
な
支
援
で
あ
っ
た
。

　
な
ご
み
の
受
入
は
大
変
丁
寧
で
良

か
っ
た
と
思
う
が
、
な
ご
み
の
室
内
や

ト
イ
レ
が
暗
く
て
私
に
は
非
常
に
困

っ
た
。

　
市
は
基
本
は
自
主
防
災
と
言
う
が
、

そ
も
そ
も
障
害
者
が
自
力
で
は
体
育

館
ま
で
は
行
け
な
い
と
考
え
ら
れ
る

（
特
に
夜
は
）。駿
河
区
以
外
の
す
べ
て

の
区
で
、
ど
の
学
区
に
ど
の
よ
う
な
障

害
者
が
い
て
、
ど
こ
に
移
送
す
る
か
す

べ
て
を
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。た

だ
、
私
の
場
合
は
自
宅
に
い
た
方
が
安

全
な
の
で
わ
ざ
わ
ざ
施
設
に
行
く
必

要
は
な
い
が
、
そ
う
い
う
障
害
者
が
い

る
こ
と
も
市
は
知
っ
て
お
く
べ
き
。し

か
し
、
そ
の
把
握
を
自
治
会
単
位
で
や

る
こ
と
に
つ
い
て
は
当
事
者
と
し
て

か
な
り
不
安
が
あ
る
。

　
個
人
的
に
は
ト
イ
レ
移
動
や
薬
の

こ
と
な
ど
心
配
は
あ
る
が
、
こ
の
日
の

な
ご
み
の
対
応
は
そ
う
い
う
部
分
も

努
力
し
て
い
た
の
で
、好
感
は
持
て
た
。

た
だ
、
実
際
に
薬
が
い
つ
届
く
か
な
ど

の
不
安
は
残
る
が
、
今
後
病
院
な
ど
も

絡
め
て
し
っ
か
り
と
決
め
て
お
い
て

も
ら
い
た
い
。

□□□□

２８×14

特

集

ぼうさい

防 災
ぼうさい

防 災

静岡和洋福祉会なごみ
福祉避難所設置・運営訓練

中島中学校　避難所協動訓練

静岡和洋福祉会なごみ
福祉避難所設置・受入訓練

中島中学校　避難所協動訓練

避難所協働訓練　９月１日 
○14：05 ～　研修「要配慮者に配慮した避難所について」
　　　　　　　（19連合自主防災会、18地区支部員　約 120 人）
○～ 16：35　展示・体験： 仮設トイレなどの展示・体験 　

福祉避難所設置・受入訓練　９月２日
○8：05～　福祉避難所開設訓練 要配慮者の移送訓練
　　　　　　小・中学生に要配慮者の支援の体験
　　　　　　　　（中島中学校から特別養護老人ホームなごみへ）
○8：20　　福祉避難所にて要配慮者の受け入れ（５名）

平成 30年度　静岡市総合防災訓練　当協会が協力した訓練内容

県総合防災訓練に
参加して
県総合防災訓練に
参加して
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